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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、2つのKHドメインと1つのRCGボックスを含むRNA結合タンパク質であり、FMRPおよびFXR1に類似しています。ポリリボソーム、特に60S大リボソームサブユニットと会合します。このタンパク質は、FMRPおよびFXR1と自己会合または相互作用する可能性があります。脆弱X染色体精神遅滞症候群の発症に関与している可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],機能：RNA結合タンパク質,類似性：FMR1ファミリーに属する,類似性：2つのKHドメインを含む,サブユニット：FMR1およびFXR1と相互作用する。CYFIP2と相互作用するが、CYFIP1とは相互作用しない。TDRD3と相互作用する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	FXR2抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	FXR2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	COLO205細胞ライセートのFXR2抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

